
総
務
企
画

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

常
任
委
員
会
の
審
査

常
任
委
員
会
の
審
査

当
委
員
会
に
は
条
例
の
一
部

改
正
及
び
条
例
制
定
の
７
議
案

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
分

掌
条
例
の
一
部
改
正
は
経
済
部

を
農
政
部
と
商
工
観
光
部
と
す

る
も
の
。
防
災
会
議
条
例
の
一

部
改
正
、
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正
、

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
市
長

及
び
副
市
長
の
給
与
及
び
旅
費

支
給
条
例
の
一
部
改
正
は
、
市

長
30
％
、
副
市
長
20
％
の
期
末

手
当
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

地
域
振
興
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
も
っ
と
早

く
取
り
組
ま
な
か
っ
た
の
か
、

基
金
の
運
用
益
の
確
保
は
、
な

ぜ
特
例
債
を
基
金
と
し
て
積
み

立
て
る
必
要
が
あ
る
の
か
等
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
答
弁
で
、

現
状
の
財
政
状
況
の
中
で
こ
う

し
た
考
え
に
な
っ
た
こ
と
、
運

用
益
を
必
要
な
事
業
に
は
利
用

し
て
い
き
た
い
こ
と
、
償
還
終

了
後
は
地
域
振
興
の
た
め
自
主

財
源
と
し
て
引
き
続
き
対
応
で

き
る
こ
と
等
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
基
金
は
地
域
の
一
体

感
の
醸
成
と
地
域
振
興
の
た
め

に
、
総
額
25
億
円
を
５
年
間
で

積
み
立
て
る
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
７
議
案
す
べ
て
全
会

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
第
二

庁
舎
１
階
に

移
設
先
と
な
る
消
費
者
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
現
地
調
査
を
行
っ

た
後
、
付
託
さ
れ
て
い
る
２
議

案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

渋
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

は
全
会
一
致
で
可
決
。

相
談
件
数
と
内
容
は
。

昨
年
は
５
５
０
件
で
、

多
重
債
務
や
金
融
商
品
被
害
、

架
空
請
求
な
ど
様
々
で
す
。

弁
護
士
な
ど
専
任
の
対

応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

内
容
が
様
々
な
の
で
、

特
定
の
方
に
お
願
い
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

渋
川
市
小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

は
全
会
一
致
で
可
決
。

中
小
企
業
の
厳
し
い
現

状
の
認
識
は
。

申
請
数
の
増
加
な
ど
を

見
て
も
資
金
繰
り
は
厳
し
い
と

思
い
ま
す
。
県
と
の
事
業
で
あ

り
、
対
象
者
に
は
適
切
に
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対

に
関
す
る
請
願
は
、
議
会
と
し

て
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
反
対

意
見
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数

で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

市
道
の
路
線
の
廃
止
と
認
定

に
つ
い
て
は
、
廃
止
が
３
路
線
、

認
定
が
７
路
線
で
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
に
お
い
て
は
、
高
崎
渋
川

バ
イ
パ
ス
３
期
工
区
事
業
で
、

移
管
費
用
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

た
が
発
生
し
な
い
も
の
と
し
て

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
香

保
温
泉
再
生
事
業
に
よ
る
石
段

延
伸
に
伴
い
、
新
規
に
延
伸
さ

れ
た
石
段
が
認
定
さ
れ
、
新
設

路
線
築
造
に
伴
い
、
石
段
下
路

線
を
新
設
す
る
も
の
で
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

渋
川
市
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
川
島
地
区
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
建
設
工
事
完
了

に
伴
い
、
新
た
に
設
置
す
る
排

水
処
理
施
設
の
名
称
・
区
域
・

処
理
人
口
及
び
処
理
場
の
位
置

が
定
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

渋
川
市
水
洗
便
所
改
造
資
金

貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
水
洗
化
の
促
進
を
図

る
た
め
、
下
水
道
法
第
11
条
の

３
第
１
項
に
規
定
す
る
期
間
を

経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

無
利
子
と
す
る
こ
と
に
な
り
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

敷
島
緑
地
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
内
で
プ
レ
ー
中
に
転
倒

し
負
傷
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害

賠
償
を
す
る
も
の
で
す
。

渋
川
地
域
介
護
認
定
審
査
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

要
介
護
認
定
者
申
請
件
数
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
審
査

委
員
会
の
委
員
を
７
人
増
や
し

31
人
に
す
る
も
の
で
す
。

渋
川
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例子

育
て
世
帯
の
支
援
を
目
的

と
し
て
、
市
立
幼
稚
園
入
園
児

で
、
３
人
目
以
降
の
園
児
の
保

育
料
を
免
除
す
る
規
定
を
加
え

る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

渋
川
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

渋
川
市
第
二
保
育
所
が
廃
止

さ
れ
４
月
か
ら
行
幸
田
保
育
園

に
統
合
さ
れ
る
た
め
の
条
例
改

正
で
す
。

渋
川
市
保
育
児
童
委
託
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

委
託
先
の
行
幸
田
保
育
園
が

新
築
移
転
す
る
た
め
の
地
番
の

変
更
で
す
。
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
経
済

建
設
水
道

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

教
育
福
祉


